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令和 8年 

4月 1日発行 

ふたばよもやま話（第四十二回） 

今月の予定（8 月） 

石橋胃腸内科医院 回診（毎月曜日） 

3 日、10 日、17 日、24 日、31 日 

ますゆき皮フ科クリニック 回診 

6 日(木) 

小倉南歯科医院 回診（毎火・木曜日） 

4 日、6 日、18 日、20 日、25 日、27 日 

ビューティヘルパー（訪問理美容） 

19 日(水) 

夏まつり 

8 月下旬 

【
編
集
雑
記
】
▼
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、

小
倉
南
区
南
若
園
町
に
あ
る
戦
争
遺
構
を
訪
ね
て

み
た
。
な
か
な
か
精
巧
な
構
造
で
、
丁
寧
に
造
ら
れ
て

い
る
。
奥
行
き
こ
そ
浅
い
が
、
天
井
高
は
思
っ
た
よ
り

高
い
。
造
ら
れ
た
後
、
弾
薬
庫
、
あ
る
い
は
貴
重
品
の

倉
庫
に
使
わ
れ
た
の
か
も
と
考
え
た
が
、
貴
重
品
を

保
管
す
る
に
は
扉
が
必
須
で
あ
る
の
に
そ
の
痕
跡
も

確
認
で
き
な
い
。
全
く
以
て
謎
の
戦
争
遺
構
（
戦
跡
）

で
あ
る
▼
元
来
、
戦
跡
に
は
謎
の
箇
所
も
多
い
。
国

防
上
、
秘
密
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分

も
多
く
、
例
え
ば
、
現
在
の
潜
水
艦
が
ど
の
く
ら
い
ま

で
潜
っ
て
作
戦
を
行
え
る
か
は
ト
ッ
プ
シ
ー
ク
レ
ッ
ト

で
あ
り
、
そ
の
国
の
国
力
が
推
測
さ
れ
な
い
よ
う
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
▼
旧
日
本
海
軍
の
象
徴
で

あ
っ
た
戦
艦
大
和
は
、
極
秘
の
う
ち
に
計
画
、
建
造

さ
れ
た
。
戦
艦
大
和
の
建
造
拠
点
と
な
っ
た
広
島
県

呉
市
で
は
、
呉
線
の
鉄
道
沿
線
に
不
必
要
な
倉
庫
が

建
て
ら
れ
、
列
車
の
窓
か
ら
巨
大
戦
艦
の
建
造
が
見

え
な
い
よ
う
に
し
、
さ
ら
に
は
万
全
を
期
す
よ
う
に
、

列
車
の
窓
の
日
除
け
を
強
制
的
に
下
ろ
す
よ
う
に
指

示
が
あ
っ
た
、
と
記
録
に
あ
る
▼
北
九
州
に
は
関
門

海
峡
と
い
う
国
防
上
の
最
重
点
地
区
が
あ
り
、
砲
台

や
基
地
、
大
戦
末
期
に
は
高
射
砲
陣
地
も
多
数
配

備
さ
れ
た
。
現
大
手
町
病
院
一
帯
は
軍
の
兵
器
工
場

と
し
て
広
大
な
敷
地
を
有
し
、
現
在
入
口
こ
そ
封
鎖

さ
れ
て
い
る
が
、
地
下
に
は
工
場
の
一
部
も
現
存
し
て

い
る
▼
当
然
そ
こ
で
働
く
人
や
生
活
す
る
人
に
は
、

今
で
は
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
制
約
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
現
在
、
双
葉
苑
で
生
活
し
て
お
ら
れ
る

入
所
者
様
も
大
な
り
小
な
り
、
こ
の
大
変
な
時
代
に

関
わ
っ
て
き
た
こ
と
と
思
う
▼
物
騒
な
話
題
が
飛
び

交
う
現
代
。
入
所
者
様
の
体
験
を
伺
い
、
苦
労
さ
れ

て
き
た
か
ら
こ
そ
今
の
我
々
の
生
活
と
安
全
が
あ
る

こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た

併
せ
て
、
他
人
や
自
然
を
思
い
や
り
、
我
が
国
特
有

の
美
し
い
心
と
自
然
を
後
世
に
継
が
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

入
所
者
様
の
日
常 

と
職
員
の
非
日
常 
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令和８年８月１日発行 

 

 

『
工
兵
第
十
二
大
隊
』
と
刻
ま
れ

た
扁
額
。
工
兵
第
十
二
連
隊
は
、

久
留
米
で
編
成
さ
れ
た
菊
兵
団

の
連
隊
と
し
て
昭
十
七
年
二
月
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
攻
略
に
参
戦
。
そ

の
後
は
ビ
ル
マ(

現
ミ
ャ
ン
マ
ー)

に

転
戦
し
、
終
戦
を
迎
え
て
い
る
。 

メインホールの片隅に設けられた、こちら謎の空間。特に名前

はつけられておりません。応接間のようで応接間でもなく。リラ

クゼーションルームというほど大袈裟なものでもなく。しいて

名前をつけるとしたら「ミニシアター」といったところなのでし

ょうか。 

もちろん、誰が座っても構いません。頭部まで背もたれのある

ゆったりチェアに腰を沈め、まったりとテレビ観賞するもよし、

向かいや隣の方とお喋りするもよし、またはウトウト昼寝をす

るもよし。席数は限られておりますが、利用される皆さんは思い

思いの利用法で、こちらの空間を活用されています。 

スタッフの私も、以前試しに座ってみたのですが…なるほど、

これは気持ちいい（笑） 

 

 

 

隧
道
横
の
石
垣
は
、
後
か
ら

造
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。

何
の
た
め
に
こ
こ
に
造
ら
れ

た
の
か
、
ど
う
い
う
活
用
が

さ
れ
て
い
た
の
か
。
謎
が
多

い
だ
け
に
、
興
味
は
尽
き
な

い
。 

 

   

     

 

 

 

 

   

 

    

  

 

 ⇧奥様と一緒に 

入所者様の、ある日の日常風景。 

今日も笑顔の花が咲きます。利用者様の笑顔と元気が私たちの活力です。 

職員の、祭りの日の非日常風景。 

今年も参加しました、戸畑祇園大山笠競演会。元気では負けません。 

７月は、5 名の方が 

誕生日を迎えられました。 

～生活の舞台～ 第１０回目  

ミニシアター 

 

住
宅
地
に
異
彩
を
放
つ
隧

道
。
現
在
は
付
近
の
住
民
の

ゴ
ミ
集
積
場
。
戦
争
遺
構
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

「
軍
都
」
で
あ
っ
た
小
倉
の
歴

史
の
証
人
と
し
て
、
保
存
を

願
う
。 

 

 


